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東京海上セレクション・日本債券インデックス 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上セレクション・

日本債券インデックス 

 

第15期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2025年４月15日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上セレクション・日本債

券インデックス」は、このたび、第15

期の決算を行いましたので、期中の運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／債券／インデックス型 

信託期間 無期限（2010年４月28日設定） 

運用方針 

NOMURA-BPI（総合）に連動する投資成果
の達成を目標とし、主として同じ目標で
運用を行う「ＴＭＡ日本債券インデック
スマザーファンド」に投資します。 

主要投資 
対 象 

東 京 海 上 
セレクション・ 
日 本 債 券 
インデックス 

主としてマザーファン
ド受益証券に投資し、
高位の組入比率を維持
します。なお、このほか
わが国の公社債等に直
接投資することがあり
ます。 

ＴＭＡ日本債券 
インデックス 
マザーファンド 

主としてわが国の公社
債に投資します。 

投資制限 

東 京 海 上 
セレクション・ 
日 本 債 券 
インデックス 

・株式への実質投資割
合は、信託財産の純
資産総額の10％以下
とします。 

・外貨建資産への実質
投資割合は、信託財
産の純資産総額の
20％以下とします。 

ＴＭＡ日本債券 
インデックス 
マザーファンド 

・株式への投資割合
は、信託財産の純資
産総額の10％以下と
します。 

・外貨建資産への投資
割合は、信託財産の
純資産総額の20％以
下とします。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰
越分を含めた配当等収益および売買益
（評価益を含みます。）等から、基準価額の
水準、市況動向等を勘案して分配を行う
方針です。 
ただし、分配対象額が少額の場合等には、
収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針
に基づいて運用を行います。 
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東京海上セレクション・日本債券インデックス 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

11期(2021年４月15日) 11,508 0 △0.6 386.448 △0.4 99.7 3,927 

12期(2022年４月15日) 11,305 0 △1.8 380.387 △1.6 99.8 4,626 

13期(2023年４月17日) 11,049 0 △2.3 372.096 △2.2 99.7 5,255 

14期(2024年４月15日) 10,746 0 △2.7 362.707 △2.5 99.7 5,664 

15期(2025年４月15日) 10,326 0 △3.9 349.022 △3.8 99.6 5,997 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年４月15日 10,746 － 362.707 － 99.7 

４月末 10,735 △0.1 362.353 △0.1 100.1 

５月末 10,561 △1.7 356.531 △1.7 99.8 

６月末 10,588 △1.5 357.511 △1.4 100.1 

７月末 10,575 △1.6 357.155 △1.5 100.2 

８月末 10,699 △0.4 361.325 △0.4 100.0 

９月末 10,727 △0.2 362.344 △0.1 100.1 

10月末 10,672 △0.7 360.511 △0.6 99.6 

11月末 10,596 △1.4 357.991 △1.3 99.7 

12月末 10,583 △1.5 357.613 △1.4 99.8 

2025年１月末 10,504 △2.3 354.971 △2.1 99.9 

２月末 10,432 △2.9 352.609 △2.8 99.9 

３月末 10,329 △3.9 349.164 △3.7 100.2 

(期  末)      

2025年４月15日 10,326 △3.9 349.022 △3.8 99.6 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 
ベンチマークはNOMURA-BPI（総合）です。 
NOMURA-BPI（総合）とは、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社（以下、NFRC）が公表する日本の公募債券流通 
市場全体の動向を的確に表す代表的な指標です。その知的財産権はNFRCに帰属します。なお、NFRCは、当該インデックスの正確性、完全性、
信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果などに関して一切責任を負うものではありません。 
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東京海上セレクション・日本債券インデックス 

○運用経過 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2024年４月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） ベンチマークは、NOMURA－BPI（総合）です。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有債券の利息収入 

 

マイナス要因 

・日銀による一連の金融政策正常化に向かう動きを受けて、10年国債利回りが上昇（債券価格は下落）したこと 

 

■投資環境 
当期、10年国債利回りは上昇しました。 

期初、日銀による追加利上げの思惑や国債買入の減額観測が高まったことなどから、10年国債利回りは1.1％程度まで徐々

に水準を切り上げる展開となりました。2024年７月末に日銀が追加利上げを決定した直後に株式市場が急落した局面では

10年国債利回りは0.8％程度まで大幅に低下しましたが、その後、米国による財政拡張政策への警戒感から円安が進行した

ことを背景に、追加利上げ観測が高まったことなどから、12月末には1.1％程度まで上昇しました。2025年１月に追加利上

げを決定した後も、日銀関係者から利上げ継続に対する前向きなコメントが相次ぐなか、10年国債利回りは1.6％近辺まで

上昇しましたが、米国の関税政策による景気後退懸念から、期末にかけて低下し、1.4％程度の水準で期を終えました。 
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東京海上セレクション・日本債券インデックス 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上セレクション・日本債券インデックス＞ 

「ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 
当ファンドの基準価額は、マザーファンドの値動きを反映し、3.9％下落しました。 
 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 
ベンチマークであるNOMURA－BPI（総合）に連動する投資成果の達成を目標として運用しました。 
以上のような運用の結果、基準価額は3.8％下落し、ベンチマークにほぼ連動する値動きとなりました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
基準価額の騰落率は△3.9％となり、ベンチマー

クの騰落率△3.8％にほぼ連動しました。 

 
（主な差異要因） 
プラス要因 

・特にありません 
 

マイナス要因 

・信託報酬などのコスト 
 

 
 
 
 

 
 
  

 

■分配金 
当期においては、当ファンドが確定拠出年金向けに設定されたファンドであるという性格を鑑み、収益分配を行わないこ

ととしました。収益分配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行い
ます。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第15期 

2024年４月16日～ 
2025年４月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,884  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、NOMURA－BPI（総合）です。 
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○今後の運用方針  

＜東京海上セレクション・日本債券インデックス＞ 

「ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持します。 

 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、ベンチマークに対して高い連動率を維持するよう運用を行う方針です。 

 

○１万口当たりの費用明細 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 16  0.154  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 7)  (0.066)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 7)  (0.066)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.005   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 17   0.159    

期中の平均基準価額は、10,583円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上セレクション・日本債券インデックス 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.17％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上セレクション・日本債券インデックス 

○売買及び取引の状況 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 1,126,375 1,347,772 659,516 788,907 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年４月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 4,665,099 5,131,958 5,997,720 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2025年４月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 5,997,720 99.8 

コール・ローン等、その他 10,230 0.2 

投資信託財産総額 6,007,950 100.0 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 



品 名：90049_635035_015_05_東京海上セレクション・日本債券インデックス_1059410.docx 

日 時：2025/6/2 18:09:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

東京海上セレクション・日本債券インデックス 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年４月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,007,950,928   

 ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド(評価額) 5,997,720,153   

 未収入金 10,230,775   

(B) 負債 10,230,775   

 未払解約金 5,509,459   

 未払信託報酬 4,558,594   

 その他未払費用 162,722   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,997,720,153   

 元本 5,808,493,838   

 次期繰越損益金 189,226,315   

(D) 受益権総口数 5,808,493,838口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,326円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は5,271,610,590円、期中追加設定元
本額は1,273,851,710円、期中一部解約元本額は736,968,462円
です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 
（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資
産の額となります。 

○損益の状況 (2024年４月16日～2025年４月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △214,426,190   

 売買益 6,575,277   

 売買損 △221,001,467   

(B) 信託報酬等 △  9,292,700   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △223,718,890   

(D) 前期繰越損益金 △260,967,800   

(E) 追加信託差損益金 673,913,005   

 (配当等相当額) (  974,871,602)  

 (売買損益相当額) (△300,958,597)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 189,226,315   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 189,226,315   

 追加信託差損益金 673,913,005   

 (配当等相当額) (  975,521,770)  

 (売買損益相当額) (△301,608,765)  

 分配準備積立金 118,811,223   

 繰越損益金 △603,497,913   
 

（注） (A)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 31,109,296円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 975,521,770円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 87,701,927円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,094,332,993円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,884円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 

 

○お知らせ  

・2023年11月に成立した「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正の施行により、従来運用報告書の

書面交付義務としていた規定が、電磁的方法を含む情報提供義務と改められることに伴い、2025年４月１日

付で所要の約款変更を行いました。 
 
 上記の通り、2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書に

ついては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の

利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋が

るものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供を進めてまい

ります。 
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